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堺ものづくり伝承・しごと体験事業～さかいDECCHプロジェクト～
丁稚奉公によるキャリア形成事業～匠のまち堺DECCHプロジェクト～

連携にいたる経緯
　堺市には伝統産業が多く集積しており、その技能を継承・発展させるため、「さかい新時代も
のづくり特区」として様々な施策が実施されている。一方、多数存在するニート・ひきこもりなど
の若年層は、職業を持たない「若年無業者」として地域福祉における課題となっている。本事業では
その両者を繋げ、若者および伝統産業の未来の可能性を広げることを目的に活動を行う。

活動内容
　本事業の目的を達成するため、関西大学教員、堺市ユースサポートセンタースタッフ、堺市関係部局で

「わかものしごと協議会」を組織し、事業の企画、進捗管理、評価を行った。

＜わかものしごと協議会・同準備会＞
第1回 準備会 2018年7月 対象者や進め方について検討
第1回 協議会 2018年9月 体験についての報告、今後の進め方について検討
第2回 協議会 2018年11月 堺市若者支援事業についての調査結果共有
   本事業のパッケージ資料検討、報告会内容検討

＜ものづくりしごと体験＞
協力事業所：味岡刃物製作所、木彫前田工房
期間：2018年8月3日（金）～8月24日（金）
内容：高校生などのしごと体験
参加者：高校生6名

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
堺市子ども企画課／堺市子ども家庭課／堺市ものづくり支援課／
堺市教育委員会教育センター／大阪府教育委員会教育センター／
さかいJOBステーション／堺市ユースサポートセンター／
NPO法人み・らいず

■ 活動地域
大阪府堺市

■ 活動期間
2016年度～2018年度

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

1 発達障害や貧困など、様々な要因でアルバイトが困難な高校生が伝統産
業と出会うことで、それぞれの特性に合ったキャリア形成や伝統産業の
担い手となる可能性を広げる

2 地域の企業等に高校生が関わることで、市内の若者就労者の増加や、
地域活性化につなげる

1 7事業所の協力により3年間で高校生13名が参加。ものづくり
の仕事を希望する高校生が現れた

2 受入事業者から伝統産業における課題が提起され、地域に
おける産業の在り方について検討することができた

本事業は高校生の長期休暇時の「体験」にとどまって
いるので、伝統産業における担い手となるためには
「丁稚」に近い継続的な「修行」が必要となる

＜～さかいDECCHプロジェクト～事業報告会＞
「若者の『働く』を考える～伝統産業における就労の可能性」
日時：2019年2月5日（火）　
講師：吉澤 省之氏（堺市ユースサポートセンター）
 保田 光徳氏（堺工科高校）
 前田 暁彦氏（木彫前田工房）

■ 人間健康学部 教授

山縣文治
Fumiharu Yamagata

　学生時代から子ども家庭福祉に
関心をもち、教員になってからも
その課題を追い続けている。

教 員 紹 介
■ 人間健康学部 准教授

福田公教
Kiminori Fukuda

　専門は社会福祉学、子ども家庭
福祉論。社会的養護の普及・啓発
および社会的養護下にある子ども
の自立支援のあり方について研究
を進めている。妻とともにはぐくみ
ホーム（養育里親）をつとめている。

人材育成

香ヶ丘地区における学生の活動拠点づくり

連携にいたる経緯
　2015年、本学堺キャンパス所在地である香ヶ丘地区内の香ヶ丘商店街に、NPO法人
kokoimaがコミュニティカフェ「ここいま」を開業。このカフェは、同地区内にある浅香山病院の
元看護師らが中心となって、精神病患者の居場所づくりを目指して立ち上げられ、本学の学生た
ちがそれまで連携していたNPOのメンバーとともに、空き店舗をカフェにリフォームする活動に
参画したことがきっかけ。

活動内容
　カフェオープン後は、シャッター商店街となっていた香ヶ丘商店街で、フリーマーケットやかつ
て恒例だった夏の夜店を再開するなど、地域活性化に向けた活動を継続。その間、香ヶ丘周辺
の企業、NPO法人、商店、個人有志などが次々に活動に参加し、2017年度より「浅香山GENKI
プロジェクト」と称して街づくりを推進してきたが、街の人々の学生に対する期待は大きく、日常
的に学生と街の人々が触れ合える場所の確保が急務とされていた。そこで、商店街の空き店舗を
リフォームして学生の街おこし活動拠点をつくり、子どもたちが集える「放課後寺子屋」や「週末
フリーマーケット」、貧困家庭をターゲットとした「若者向けリユースショップ」などの実施を計
画。活動拠点の内装リフォーム工事はおおよそ完了したが、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、施設での実用開始はずれこんでいる。しかし、当初予定していた商店街でのフリーマーケ
ットやチャリティーイベント、季節ごとのイベントについては実施することができた。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
浅香山GENKIプロジェクト/NPO法人kokoima/
堺区教育・健全育成会議（2020年4月1日廃止）

■ 活動地域
大阪府堺市

■ 活動期間
2015年度～継続中

■ 活動資金
関西大学地域連携活動に対する補助事業（2019年度）

DATADATA

「シャッター商店街」「超高齢化、孤立化」「精神病患者の居場所」「子どもたち
の居場所」等の現代日本が抱える地域課題を、学生と地域住民との協働に
よって問題を緩和・解決し、学生にとっても学びの場になる街づくりを
推進する

1 地域における住民の交流促進、居場所づくり等を目的とした
事業を実施することで、住みやすい街づくりが着実に前進し
ていること

2 これまでの学生の活動により、本地域を授業（『プロジェクト
学習1（体験学習と地域活性化）』）のフィールドとして活用す
ることができるようになった

学生の拠点となるスペースを基地として、既存の
事業の継続だけでなく、新たな事業を創成する

教 員 紹 介
■ 人間健康学部 教授

村川治彦
Haruhiko Murakawa

■ 人間健康学部 教授

安田忠典
Tadanori Yasuda

　人間健康学部では、レクリエー
ション、ファシリテーション等のト
レーニングをしている明るくユーモ
アあふれる学生たちが実際の経験
の場を求めており、そんな若い力を
求めている現場とコラボが可能。

　村川ゼミでは、社会の多様な
人々と交流しながら地域に貢献
する活動を通して、スポーツ等で
培ってきた経験を、社会にでて
様々な分野で活躍できる実践知へ
と一般化していく。
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